






 



NPO法人にほんご豊岡あいうえお 

・”外国人に対する認識を変える”こと、私自身にも必要なことだと思いました。身近にお

られる方が短期労働者の方がほとんどなので、地域との交流が無いことも問題だと思いま

した。”自転車教室”良い案ですね。地域でもできそうですね。 

・多文化共生といってもさまざまな内容が含まれていることが今回のセミナーで確認でき、

問題の解決策などのヒントを得られてよかった。 

・多文化共生、ごく一部の人しか理解されていません。多分、市役所内でも、行政そして一

般市民に理解してもらえるようもっと情報発信の努力が必要。その意味で、最後の多文化

共生、地域づくりはとても参考になるとおもいます。 

・途中で失礼させていただき、申し訳ございません。田村様が、お話のはじめに言われたと

おりで、やわらかい内容ではなく、日々、生活の中で、感じないこと、考えていないこと

に、改めて気付くことができ、60代を迎えた私と、これからの地域・社会、生き方などに

ついて、考えさせていただくことができました。ありがとうございました。田村様の「と

もすると難しいお話」を分かりやすく、時にユーモアを入れながらしてくださったのもと

てもよかったです。（最後まで聞かせていただくことができず、大変残念に思います） 

・「多文化共生」という言葉の本当の意味が分かった気がします。今までは、外国人住民の

ため、だと思っていましたが、地域の人、自分のためでもあるのだと感じることができま

した。 

・地域に外国人がとけこめるような機会が増えるといいと思うのだが、市役所だけでなく、

会社の人の意識がとても大切だと思いました。コミュニケーション、外国人を受け入れる

心持も育てていくといいと思いました。 

・普段、外国人と接する機会がほとんどないので、今日の研修の内容を行動に移すことは難

しいが、外国人を市に受け入れることにより、人口増加、労働力増加につながるとの事な

ので、積極的に外国人を受け入れるべきだと学習した。 

  

 

平成 27年度文化庁委託事業多文化共生セミナー

アンケート集計 

       

１ セミナー内容について  

60人中 36人      

①理解度 よく分かった 35 どちらともいえない 1 分からなかった 0 

②有益度 参考になる 34 どちらともいえない 2 参考にならない 0 

       

●今回の研修で、感じたことや印象に残ったこと    



NPO法人にほんご豊岡あいうえお 

・目の前のにほんご教室とか小さなことだと、その奥の大きな流れを感じ、驚き、困惑、恥

ずかしさ、自治体として取り組むことの多さ、目をそむけることができない現実 

・外国人観光客が使うお金の金額に驚きました。豊岡に住んでいる外国人、豊岡にやってく

る観光客のために、多言語標示の必要性を感じました。小さな食堂、商店の方が何カ国か

の言葉で最低限のコミュニケーションがとれるように、市の方で支援することは地域の活

性化につながると思いました。私の家には、年に１～２組ほどホームステイに外国人がや

ってきます。ＪＲの数も少ないですし、交通の便、ガイドブックの充実などの必要性も受

入れのたびに感じます。あと当初２泊の予定だった外国人に地元の観光地を紹介したとこ

ろ、５泊滞在したいと依頼がきました。海外に向けてもっとＰＲすべきだと思いました。

それと、永住権を持った外国人が増えること。もっと学校での外国語教育に力を入れるべ

きです。低学年のうちに実践的な教育を取り入れてほしいです。国際結婚の支援（子育て

支援）は、長期定住へつながるのでは？ 

・ぜひ市長に聞いてほしかったです。 

・年々、外国人がたくさん日本に入国していることが分かった。外国出身の子どもの学習支

援は学校の教師だけでは難しいのが現状です。学習塾があることを聞いて良いことだと思

いました。 

・男女格差の大きさと、移民政策導入の有無が人口の減少に関係があることを初めて知っ

た。 

・先を見すえた新しい話で、とてもよかったです。先生の話もおもしろく、ききやすかった

です。もっと多くの人に知ってもらいたい内容です。 

・少子高齢化や人口減少など、多文化共生していく必要があると感じました。 

・同業他者がいないこと。長期に定住する外国人が大切。 

・小さな視点でしか見れていなかったことに気付かされました。少し先のこと考え、世の中

の流れから大きな視点で見ていきたいと思います。 

・人口減少を緩和するためには、北欧型の福祉国家のような、移民を受け入れる仕組みが必

要だと思った。 

・学校で働いているので、多文化共生教育については勉強していたが、こうして、全体につ

いて教えていただいたことで、教育以前のバックグラウンドが見えてきた。自分にできる

活動をはじめてみようと思った。 

・外国人対応を自治体に押しつける国の方針に疑問を感じた。 

・地域社会にもっと外国人が入る必要があると感じた。それが地域の未来にもつながると思

った。 

・感想を申し上げたかったのですが、時間を延長して盛り上がっておりましたのでアンケー

トにて失礼いたします。製造業における技能実習(外国人)は労働コストの削減の意味合い

があるかと思いますが、これはわれわれ日本人も同じ問題にさらされているかと認識して

います。私は豊岡にてコウノトリ育む農法というモノ作りをしている農業者ですが、隣の
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養父市は農業戦略特区の指定を受けました。しかし、原材料供給のためのモノ作りは環境

変化により持続可能性が低いと思っています。輸出もよいですが、我々の米・豆・酒など

を文化に添えて、城崎などでお金を落としてもらいつつ外国の方に楽しんでもらいたいな

どいいアイデアの材料をいただきました。 

・普段知ることが難しい在住外国人の困ったこと(墓のたて方や相続について)、まず学べた

ことが良かった。自分にできることは何か身近なことから考えて行動したい。 

・４月から新任職員として豊岡市役所で働いています。何度も研修に参加しましたが、今日

の研修が一番心に響きました。豊岡市の未来のために、多文化共生は必要だということが

わかりました。まず、市民としてできることを一つ見つけてやっていきます。 

・これからのテーマではなく、すでに起こっている深刻な問題であると認識しました。 

・外国人住民が市内にもたくさん住んでおられるが、自治体としての対応もまだまだ足りて

いないように思う(情報発信など)。外国人住民に対して、自治体としてどう関わるべきか、

外国人にも日本人にも変わりないサービスの提供ができるような取組みが必要だと感じ

ました。 

・地方創生には、多文化セミナーが必要だと思った。 

・外国人との共生社会づくりに自治体が果たす役割が大きいことが理解できた。 

・高齢者の多い地域は外国人に対する偏見があると考えるので、理解活動が大きな課題だと

感じております。 

・すでに外国人なしで日本の経済は回っていかないことがよくわかった。定住外国人を増や

すことを我々も考えていきたい。 

・よくわかっておもしろかった。しかし基本的に反対。外国の例を見てもリスクの方が多い。

共生は不可能。のっとられて日本人のいない日本になっては元も子もない。 

・これから動き出す、香美町国際交流協会の方向について示唆をいただいた講演の内容でし

た。地域の発展のためには多文化共生への道を探るしかないようで、外国人の方々が、安

心し、安定していける社会の環境を思考していてこそ、全てそこに住む人々の幸せな社会

ができるものと思いました。また、国際交流に関する事業等、ご案内ください。今回はあ

りがとうございました。 


